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【は じめに1

顔の認知や名前の記憶 は、人が社会生活 を進めてい く

上でとて も重要な機能 である。臨床場面において も、セ

ラ ピス トの名前をなかなか覚え られ ない対象者が少な く

ないことやそ うい う方々の訓練 に難渋す ることを しば し

ば経験す る。 我々は、ある介護 老 人保健施設で行 った先

行研究 において、施設 スタ ッフたちの顔や名前の認知が

良いほど、ADLを 含めた 日常にお ける行動の レベルが高

い ことを確認 した。今回はその先行研究 の結果 をもとに、

顔や名前 の記憶を うながす認知訓練 を行い、その効果を

調べた。

【目的 】

認 知 障 害 の あ る 対 象 者 がerrorless　 learning

paradigmを 用いた顔 と名前の記憶訓練 によって 、それ ら

の記憶 が可能か ど うかを見極め、 さらにはそ の効果が行

動 面 に ど の よ うな 影 響 を 与 え る の か をMultiple

baseline　designsで 検証する ことである。

【方法】

対象者 は新潟県内の介護 老人保 健施設 に入所す る女性

3名 で、プロフィールは以下の とお りである。

S1:83歳.左 視床出血(Hl2).MMSE19/30.RBMT10/24.

S2:65歳.く も膜下出血(H7).MMSE21/30.RBMT10/24.

S3:89歳.脳 梗塞(H12).MMSE14/30,RBMT2/24.

記憶訓練 は、errorless　 learning　paradigmの も と、

顔写真を提示 した上 で個人情報 を与えなが ら、性格判断

などで意味処理 が行 われ るよ うにアプ ローチ した。 ター

ゲッ トは レク リエー シ ョンプログラム(レ ク)の 担当セ

ラピス トとし、彼女 が担 当す る週1回 の レク前に別のセ

ラピス トが訓練 を行 った。

訓練の効果は、ター ゲ ッ トの顔についての判断、同定、

命名の3レ ベル の可否 と、 レク場面にお ける対象者か ら

ターゲ ッ トに対す る 自発的会話 の頻度に よって判断 した。

あわせて,対 象者 か ら他 の レクメンバー に対す る自発的

会話の頻度 も調 べた.Single　 case　designは3人 の対象

者 間のMultiple　 baseline　designsと し,ベース ライン

期,介 入期,フ ォロー ア ップの3期 で検討 した.統計 的

手法は各期間の差をt検 定によって求め た.イ ンフォー

ム ドコンセン トは今回 の研 究の目的 と方法等 について、

対象者 を含 む レク参加者全員 とその家族 に対 し番面に よ

る説明を行 い、同意 を得 た。

【結果 】

顔 と名前の記憶につ いて,ベース ライ ン期にはS1と

S2が 判断のみ可能,S3が すべ て不可能で あった.し か し

介入期後半にはS1が 判断 ・同定可能(と きに命名 も可能),

S2が 判断 ・同定 ・命名可能,S3が 判断 ・同定可能(と き

に命 名 も可能)と なった.

行動面では,3人 の対象者すべ てでベース ライ ン期に

比べ介入期においてターゲ ッ トに対す る自発的会話の頻

度が増加 した.統 計学的に も,t値 がそれぞれS1:-4.514

(p=0.001)S2:-5.462(p＜0.0001)S3:-5.445

(p＜0.0001)と な り,す べ ての対象者で有意 な差を認め

た.フ ォ ローア ップにおいて も、ベース ライ ン期に比べ

て会話の頻度が増加 していた.ま た,他 の レクメンバー

に対す る会話の頻度 は大き く変化 しなか った.

【考察 】

Clareら(2002)はAlzheimer病 患者 に対す るerrorless

learning　paradigmを 用いた記憶 訓練で その効果 を報告

してい る。今回の我 々の研 究でも、認知障害 のある対象

者 に対す る顔や名前の記憶が週1回 の訓練 でも可能 とな

り、その効果 を裏付けてい る。 また、ター ゲ ッ トへの会

話頻度の増加 とい う行 動面の変化は、認知 訓練 の効果が

日常場面 において行 動の変化 として表れ る可能性が ある

ことを示唆 してい る。 一方、顔 の記 憶に関 しては、心理

学 の分野 で示差性効果や意味処理優位性 効果な どが指摘

され ている。今後、意味処理過程を考慮 した訓練 を認知

訓練 の一部 として系統化 していければその効果がます ま

す期待 され るものと考 えてい る。
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